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多様性を認め合い、互いに尊 重 し合う 共 生社会の実現を目指します。〈平成30年12月 条 例制定〉
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「ろう者」ってどんな人たち？
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ろう者も安心して暮らすことができる「まち」って？
しゃ あんしん く

ろう者も安心して暮らすことができる「まち」って？

えっ！どうしてにゃ？禁止されたら耳が聞こえない人たち

や、その人の周りの手話が必要な人たちが困るにゃ！

きん みみ き ひとし

ひと ひとまわ しゅ わ ひつよう こま

そうなんだにゃ～　手話も日本語と同じように大切な言語なんだにゃ。

ところで、「ろう者」って？どんな人たち？

しゅ ほんに ご おな せつたい ごげんわ

ひとしゃ

実は長い間、「手話は単なる身振りである。言語ではない。」などと

誤解されていたんです。でも、「ろう者」たちが人として自立し生きて

いくためには手話が必要だから、ずっと大切に守り育まれてきたの。

そして今は、国連の「障 害者の権利に関する条 約」や、我が国の

「障 害者基本法」に、「手話は言語」であると明記されています。

物事を考えたり、知識を蓄えたり、文化を創造したりするのには言語が必要となります。

だから、言語はだれにとっても生きるために大切で欠かせないものですよね。

条 例には、「手話により意思疎通を円滑に図る権利」を「最大限 尊 重する」とあります。

常滑市も、「ろう者」や必要な人が気兼ねなく手話を使うことができるまちにしたいですね。
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こんにちは！ねぇ手話言語って何かにゃ？教えて！
しゅ わ げん ご なに おし

手指や体の動き、豊かな表 情を使って意思を視覚的に伝える言語なの。

日本語とは異なった独自の文法体系を持っています。

耳が聞こえない・聞こえにくい人たちは、話を理解するために耳よりも、

目を使っているんですね。

手話言語は、「ろう者」たちが人として愛されていることを感じながら

育ち、社会の一員として役立ちながら生きるために大切なものです。

でも、残念なことに、手話はダメ！と禁じられた時代もあるの。

しゅ し からだ うご ゆた ひょうじょう つか い し し かくてき つた げん ご

に ほん ご こと どく じ ぶんぽうたいけい も

みみ き き ひと はなし り かい みみ

め つか

しゅ わ げん ご しゃ ひと あい かん

そだ しゃかい いちいん やく だ い たいせつ

しゅ わ きん じ だいざんねん

例えば、相手の耳が聞こえない・聞こえにくいかどうかは、外見からはわかりにくいですよね。

ろう者は、後ろから話しかけられても気がつかないことがあります。

そんなとき、「もしかして聞こえない・聞こえにくい人かな？」「顔を見合わせて話しかけて

みようかな？」と思ってもらえると、とてもありがたいです。

耳が聞こえないなら…と、文字や口形で伝えようとしてくれる人もいます。　　　　

その気持ちはとてもありがたく、助かっています。　　　　　　　　　　　　　

ただ、ろう者の中には、「手話が一番わかる。日本語の読み書きは苦手」と

いう人もいます。その人その人に合う方法で会話してくれると助かります。
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なるほど…市民も市も事 業 所も、それぞれできることがありそうだにゃ。

そうだにゃん！すべての人が安心して暮らすことができる 共 生社会って、

一人ひとりの願いを正しく理解し合おうとすることから始まるんだにゃ。

それは市民みんなを大事にするまちにつながるってこと？いいにゃん♪（^^）
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大好きな常滑市。みんなで安心して暮らせるまちにしたいにゃ。

ろう者たちがみんなに分かってほしいことって何かにゃ？
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耳が聞こえない・聞こえにくい人のうち、手話言語で生活を営む

人たちのことを「ろう者」といいます。

常滑市が「いつでも・どこでも・安心して」

手話言語が使えるまちになるとうれしいですね。       

そして、ろう者のことを正しく理解して

もらえると、もっと暮らしやすくなります。
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　入 門編では手話で挨拶や自己 紹 介ができるよう、

基礎編では相手の手話が理解でき、特定の人との日 常

会話ができるようになることを目 標にしています。

手話奉仕員養成講座 入 門編・基礎編（昼・夜の部）
しゅ わ ほう し いんようせいこう ざ

でん わ

電　話（0569）３４ー７７４４
ＦＡＸ（0569）３４ー７７４５
Eメール
fukushi@city.tokoname.lg.jp

常滑市役所福祉課
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　市役所福祉課窓口に手話通

訳者を設置し、窓口手続きの

支援を行っています。

手話通訳者設置事業
じちせっしゃやくつうわしゅ ぎょう

し かく げん ご き のうなど しょう かた

しゅ わ つうやくしゃ は けん おこな ふく り ぞうしん

しゃかいさん か そくしん し えん

　聴覚、言語機能等の障がいのある方に、

手話通訳者の派遣を行い、福利の増進と

社会参加の促進を支援します。

手話通訳者派遣事業
じけんはしゃやくつうわしゅ ぎょう

協力：常滑手話サークルペンペン草協力：常滑手話サークルペンペン草

上記の手話単語を動画で
見ることができます。

この「アイ ラブ ユー」は世界共通の手話です。
せ かいきょうつう しゅ わ


